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＜写真　完成したＮＣボール盤＞

　本課題において直動ユニットを利用したＮＣボール盤の製作に取り組みました。
　その結果、当初の目的としたＸＹ軸の同時２軸制御や、複数の穴あけ連続加工を可能に
したことにより、穴あけ加工の効率化を達成することができました。また、アルミニウム
合金の加工、0.1ｍｍ以下の位置決め制度の達成など、当初の目的であった項目について
は全て満たすことができ、学生の技術習得も一定のレベルを確保できました。
　その一方で、被削材が一定以上の重量だった場合には位置決め精度が落ちる、切削時に
発生する切りくずの機構部への進入に対する対策が皆無といった問題も新たに発生したた
め、これらを含めた『安全性の確保の方策、性能の向上、使いやすさの工夫等』を今後の
課題とすることにしています。

　従来は比較的精度を要求されないボール盤やプレスブレーキなどに代表される工作機械
でも、動作における効率の良さが要求されるようになってきました。この傾向は今後も強
まってくるものと予想されます。通常の卓上ボール盤で作業を行う場合、予め被削材にケ
ガキ作業を行っているのならば、10個程度の穴数ならば時間は掛かりませんが、それ以上
の穴数となると作業時間が大幅に掛かってしまいます。
　そこで、これまでに培ってきた学習内容を総合的に活かせるものとして、直動ユニット
を使ったＮＣボール盤の製作を行うこととしました。また、シーケンス制御によるプログ
ラムと効率化についての工夫させることで、総合的な技術習得を目指しました。
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　各部品の剛性やモータ選定によっては、切削時に主軸の位置が安定しないことや、被削
材を切削するだけのトルクや速度が得られないこと、など容易に問題がおきます。また、
制御プログラムを作成する際に事前にフローチャートなどを作成しておけば、プログラム
の変更を余儀なくされた場合でも効率よく作業ができます。これらの点を踏まえながら、
取り組む学生に対して課題製作を通じて工作機械の仕組みを理解させ、精度の確保のため
の問題点や方策を考えさせました。


